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研究成果の概要 

本研究は、魚の回遊行動や魚群探知機のデータを活用してマサバの漁場予測を行う。 

2024 年度は、マサバの飼育水槽にイメージングソナーを設置し、ソナー画像から個体識別とトラッキ

ングを行ってマサバの遊泳行動観測を行った。この観測から得られた遊泳速度や餌、流れに対する応答

などの知見を回遊モデルに取り入れ、従来の回遊モデルに比べ産卵場への帰還率を高めることができ

た。 

マサバの漁獲データから水温等に対するマサバの嗜好性を推定し、日本近海における好適環境分布と

その時間的変化を求めた。得られた好適環境分布と回遊モデルを組み合わせ、マサバの産卵回遊ルート

がどのように経年変動するかを示した。このシミュレーションで得られた西日本沿岸部におけるマサ

バの分布量と実際の漁獲量の経年変動間に有意な正の相関関係が得られたことから、回遊モデルを用

いることで漁場予測の精度が向上することが確認された。またマサバの漁獲記録（在データ）のみで好

適環境を推定した場合より不在データも考慮した方が漁場予測の精度が高くなることから、漁船に取

り付けた魚探データから魚の不在データを収集し、漁場予測に利用した。 

現時点では魚の不在データのみを利用しているが、魚影が映ったデータから魚群の規模がわかればよ

り魚探データを活用した漁場推定の精度が向上することが見込まれる。そこで魚の量がわかっている

定置網漁場に設置した魚探から機械学習によって漁獲量を推定するシステムの開発を行い、85%の精

度で漁獲量が 4 トン以上であるかどうかを判別することに成功した。 
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